
土
壌
分
析
作
業
で
農
福
連
携（
福
島
県
本
部
）

ＪＡグループ千葉担い手管理者
研修会開催（千葉県本部）

第28回「仙台牛」の集い開催
（宮城県本部）

イチゴ主産9県連・県本部が
イチゴフェア開催（園芸部）

ＪＡズームイン（大分: 大分大山町農協）

令和2年度 各事業の主な取り組み③
耕種総合対策／施設農住事業／
耕種資材事業

「地味弁」をごま油でもっとおいしく!
（米穀生産集荷対策部）

「JA全農 COUNTDOWN JAPAN」
プレゼント（広報・調査部）

ＪＡタウンショップ紹介
　ＪＡ全農おおいた

2面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

4
面

5

82

3

6-7

「いちご新規就農者研修事業」の9期生で就農した澤田直樹さん（右）と越川兼行技術主管（4面）

土壌分析で、検査する土壌を粉砕する福祉
サービス事業所の利用者（２面）

千葉県農業会館と県内ＪＡをWebで結んだJA
グループ千葉担い手管理者研修会（２面）

地域の担い手へ45人の卒業生が全員就農
岐阜県本部が「いちご新規就農者研修事業」

（広報・調査部）
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利
用
者
3
人
が
1
チ
ー
ム
で

行
っ
て
い
ま
す
。

　
指
導
員
に
よ
る
と
約
20
人
の

施
設
利
用
者
の
中
か
ら
作
業
適

正
に
合
う
9
人
を
選
び
ロ
ー

テ
ー
シ
ョ
ン
で
対
応
し
て
お

り
、
い
ろ
い
ろ
な
作
業
を
体
験

す
る
こ
と
で
、
新
鮮
な
気
持
ち

で
生
き
生
き
と
仕
事
に
当
た
っ

て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

News!

土壌分析作業で農福連携
土壌の乾燥や粉砕、ふるい掛けなどを依頼 福島県本部

　
福
島
県
内
の
土
壌
分
析
を
行
っ
て
い
る
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
は
、

県
授
産
事
業
振
興
会
の
紹
介
で
近
隣
の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所

「
N
P
O
法
人
み
ん
な
の
ま
ー
ち
」に
土
壌
分
析
の
前
処
理
作
業
と
な

る
土
壌
の
乾
燥
・
粉
砕
・
ふ
る
い
掛
け
や
分
析
後
の
器
具
の
洗
浄
な

ど
の
作
業
を
依
頼
し
て
い
ま
す
。

　
福
島
県
本
部
と
し
て
も
同
振

興
会
と
連
携
し
て
初
め
て
の
農

福
連
携
の
取
り
組
み
と
し
て
、

人
材
の
確
保
と
事
業
の
効
率
化

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　
作
業
は
分
析
業
務
の
繁
忙
期

に
当
た
る
11
月
か
ら
2
月
ま
で

で
週
に
5
日
、午
前
9
時
半
か

ら
同
11
時
半
ま
で
の
2
時
間
、

事
業
所
の
指
導
員
1
人
と
施
設

土
壌
分
析
に
備
え
検
査
す
る
土
壌
を
粉

砕
す
る
施
設
利
用
者

分
析
後
の
器
具
を
洗
浄

ち
ば
東
葛
の
原
田
裕
士
課
長
が

「
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
体
制
整
備
と
取
り

組
み
」、Ｊ
Ａ
西
印
旛
の
金
子
健

太
課
長
代
理
が「
新
規
就
農
者
・

若
手
農
業
者
か
ら
地
域
の
担
い

手
へ
」と
題
し
、
講
演
し
ま
し

た
。

　
千
葉
県
本
部
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
千
葉
は
、
担
い
手
と
の
さ
ら

な
る
接
点
強
化
に
向
け
て
、
人

材
育
成
や
体
制
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

News!

ＪＡグループ千葉担い手管理者研修会開催
「出向く活動」の実践事例をＷｅｂで結ぶ 千葉県本部

　
千
葉
県
本
部
は
2
月
上
旬
に
、営
農
事
業
推
進
協
議
会
、千
葉
中
央

会
と「
担
い
手
管
理
者
研
修
会
」を
開
き
ま
し
た
。千
葉
市
の
県
農
業

会
館
と
県
内
Ｊ
Ａ
を
Ｗ
ｅ
ｂ
で
結
び
、「
出
向
く
活
動
」の
実
践
事
例
に

つ
い
て
研
修
し
ま
し
た
。

　
営
農
事
業
推
進
協
議
会
の
高

山
勇
治
郎
会
長（
Ｊ
Ａ
富
里
市

常
務
理
事
）は
、「
担
い
手
と
対

話
を
十
分
に
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
あ
る
べ
き
姿
や
目
標
を
共

有
し
、
さ
ら
に
出
向
く
活
動
を

実
践
し
た
い
」と
会
場
の
役
職

員
に
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

全
国
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
や
Ｊ
Ａ
グ

ル
ー
プ
千
葉
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
の
情
勢
報
告
の
後
、
Ｊ
Ａ

営
農
事
業
推
進
協
議
会
の
高
山
会
長

（
中
）
と
講
演
し
た
原
田
課
長
（
右
）、

金
子
課
長
代
理
（
左
）

県農業会館と県内ＪＡを結んだ研修会
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約
60
人
の
参
加
と
な
り
ま
し

た
。感
染
対
策
に
万
全
を
期
し
、

開
催
時
間
も
短
縮
し
て
、
表
彰

式
だ
け
を
行
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
や

外
食
需
要
が
減
少

し
、
肉
牛
経
営
を
取

り
巻
く
環
境
は
非
常

に
厳
し
い
状
況
が
続

い
て
い
ま
す
。「
仙

台
牛
」の
消
費
拡
大

と
今
後
さ
ら
な
る
認

知
向
上
の
た
め
、
引

き
続
き
関
係
機
関
が

連
携
し
て
取
り
組
む

こ
と
を
共
有
し
ま
し

た
。

　

全
国
各
地
の
ブ
ラ

ン
ド
牛
も
同
様
に
大

変
な
状
況
は
続
い
て

お
り
、「
仙
台
牛
」だ

け
で
は
な
く
他
の
ブ

ラ
ン
ド
牛
産
地
と
も

一
丸
と
な
っ
て
こ
の

状
況
を
乗
り
切
る
よ

う
努
め
て
い
き
ま
す
。

News!

第28回「仙台牛」の集いを開催
生産優良農家や全農肉用牛枝肉共励会名誉賞を表彰 宮城県本部

　
宮
城
県
本
部
が
事
務
局
を
務
め
る
仙
台
牛
銘
柄
推
進
協
議
会
は
1
月

27
日
、仙
台
市
で「
第
28
回『
仙
台
牛
』の
集
い
」を
開
き
、生
産
優
良
農

家
や
第
22
回
全
農
肉
用
牛
枝
肉
共
励
会
名
誉
賞
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
集
い
は
毎
年
、
約

4
0
0
人
規
模
で
開
い
て
い

ま
す
が
、
今
年
度
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で

仙
台
牛
銘
柄
推
進
協
議
会
の
村
井
嘉
浩
会
長（
前
列

右
か
ら
３
人
目
）、
高
橋
正
副
会
長（
同
右
か
ら
２
人

目
）と
受
賞
者
の
皆
さ
ん

ば
ら
キ
ッ
ス
」「
紅
ほ
っ
ぺ
」「
あ

ま
お
う
」「
さ
が
ほ
の
か
」「
ゆ

め
の
か
」「
ゆ
う
べ
に
」に
加
え
、

今
年
も
新
品
種
の
宮
城
県
産

「
に
こ
に
こ
ベ
リ
ー
」と
佐
賀
県

産「
い
ち
ご
さ
ん
」を
準
備
し
、

10
種
類
の
う
ち
4
種
を
組
み
合

わ
せ
た〝
い
ち
ご
食
べ

比
べ
ア
ソ
ー
ト
ケ
ー
ス
〟

を
1
5
0
0
円（
税
抜
き
）

で
販
売
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
の

観
点
に
よ
り
、
例
年
の

よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
は
開

催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
多
く
の
お
客
さ
ま

の
手
に
取
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。予
定
よ
り
早

く
完
売
し
て
し
ま
う
ほ

ど
好
評
で
、
国
産
イ
チ

ゴ
の
P
R
と
消
費
拡
大

に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

News!

イチゴ主産9県連・県本部がイチゴフェア開催
4種組み合わせたアソートケースを販売 園芸部

　
宮
城
・
茨
城
・
栃
木
・
静
岡
・
愛
知
・
福
岡
・
佐
賀
・
長
崎
・
熊
本

の
9
県
連
・
県
本
部
か
ら
な
る「
い
ち
ご
主
産
県
情
報
交
換
会
」は
1
月

30
日
、澤
光
青
果
、東
京
青
果
の
協
力
の
も
と
、澤
光
青
果
の
4
店
舗（
大

井
町
、川
崎
、横
浜
、テ
ラ
ス
モ
ー
ル
湘
南
）で
イ
チ
ゴ
フ
ェ
ア
を
開
き

ま
し
た
。

　
い
ち
ご
主
産
県
情
報
交
換
会

は
、
国
産
イ
チ
ゴ
が
潤
沢
に
出

回
る
時
期
に
合
わ
せ
、
9
県
合

同
で
販
促
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

て
お
り
、
今
年
で
13
年
目
と
な

り
ま
す
。各
県
を
代
表
す
る「
と

ち
お
と
め
」「
も
う
い
っ
こ
」「
い

予
定
よ
り
早
く
完
売
し
て
し
ま
う
ほ
ど
好
評
だ
っ
た

イ
チ
ゴ
フ
ェ
ア
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覚
と
責
任
を
も
っ
て
管
理
し
ま
す
。

ま
た
、
実
習
と
連
動
し
て
イ
チ
ゴ
の

生
理
生
態
や
品
種
特
性
、
病
害
虫

防
除
、
栽
培
機
器
の
取
扱
方
法
に
つ

い
て
座
学
研
修
し
、
栽
培
技
術
に
つ

い
て
し
っ
か
り
と
学
び
ま
す
。「
単
に

イ
チ
ゴ
を
栽
培
で
き
る
人
で
は
な
く
、

イ
チ
ゴ
生
産
の
経
営
者
を
育
て
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
指
導
す

る
越
川
兼
行
技
術
主
管
。
農
業
簿

記（
外
部
講
義
）な
ど
経
営
に
必
要

な
基
礎
知
識
も
習
得
し
ま
す
。

　同
時
に
就
農
準
備
と
し
て
、
研
修

生
の
就
農
希
望
地
の
県
普
及
課
・
市

町
村
・
J
A
ら
関
係
機
関
が
集
ま
り
、

「
就
農
支
援
会
議
」を
開
き
ま
す
。

農
地
の
確
保
や
施
設
の
仕
様
に
つ
い

て
の
検
討
、
認
定
新
規
就
農
者
に
な

る
た
め
の
手
続
き
な
ど
を
指
導
・
支

援
し
て
進
め
る
こ
と
で
、
研
修
生
が

　こ
の
研
修
事
業
は
、
岐
阜
県
本
部

と
岐
阜
県
、
市
町
村
、
J
A
、
岐

阜
県
園
芸
特
産
振
興
会
と
管
内
の
い

ち
ご
部
会
が
協
力
し
て
運
営
し
て
お

り
、
イ
チ
ゴ
農
家
に
な
る
た
め
に
必

要
な
知
識
や
技
術
を
指
導
し
、
就
農

に
向
け
た
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
研
修
期
間
は
4
月
か
ら
翌
年
5

月
の
14
カ
月
で
、
研
修
生
は
育
苗
か

ら
定
植
、
収
穫
、
調
製
・
出
荷
ま
で

一連
の
作
業
を
学
び
ま
す
。

　研
修
で
は
研
修
生
が
生
産
ハ
ウ
ス

の
10
㌃
を
担
当
し
、
自
ら
考
え
て
栽

培
し
ま
す
。
研
修
生
が
主
体
的
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
経
営
者
と
し
て
自

卒
業
後
す
ぐ
に
就
農
で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
12
期
の
卒
業
生
45
人
が

全
員
就
農
し
、
地
域
の
担
い
手
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の「
い
ち

ご
研
修
事
業
」が
先
駆
け
と
な
り
、

岐
阜
県
内
で
は
ト
マ
ト
や
飛
騨
牛
な

ど
ほ
か
の
品
目
へ
も
新
規
就
農
支
援

事
業
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

岐
阜
県
本
部
が「
い
ち
ご
新
規
就
農
者
研
修
事
業
」

地
域
の
担
い
手
へ

  
45
人
の
卒
業
生
が
全
員
就
農

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る

経
営
者
を
育
て
る

栽培技術指導を受ける13期生の5人（左側）

就
農
支
援
会
議
で

就
農
を
サ
ポ
ー
ト

　岐
阜
県
本
部
は
イ
チ
ゴ
生
産
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど
に
対
応

す
る
た
め
、
岐
阜
県
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
協
議
し
、
岐
阜
市
曽
我
屋
に「
い

ち
ご
新
規
就
農
者
研
修
施
設
」を
取
得
。
平
成
20
年
度
か
ら「
い
ち
ご
新
規

就
農
者
研
修
事
業
」を
始
め
ま
し
た
。
現
在
13
期
生
の
5
人
が
イ
チ
ゴ
農
家

を
目
指
し
研
修
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【広
報
・
調
査
部
】

座学研修で基本をみっちり

就
農
し
た
9
期
生
の
澤
田
さ
ん

（
右
）と
越
川
技
術
主
管（
左
）

卒業生の声 9期生･澤田直樹さん

　研修では研修生が主体となり自分で
考えて取り組むからこそ、新しい挑戦も
できるし意欲が湧きます。就農支援会議
で関係者が集い、土地や施設、資金
のことなどを一緒に考えてくれるのが良
かった。地元の人とのつながりを作れた
点も役立ちました。先輩研修生や同期
のつながりもあり、相談できる相手がたく
さんいて助かっています。

全農広報部公式noteで卒業生の
澤田さんと指導する
越川技術主管に話を聞きました。

研修概要
研修内容

生理生態･品種特性等の基礎知識、高設ベンチ栽培･土耕栽
培についての基礎知識、肥料･農薬･保温資材と包装･出荷資
材の基礎知識

施設投資･経営収支管理･農業簿記記帳･税務申告等、経営
に必要な基礎知識

栽培ステージ毎の栽培技術、収穫･パック詰等の商品作り

農地取得･資金調達等の就農に必要な知識･手続き

イチゴ産地視察（県内外）、地域のイチゴ生産者との交流視察･交流

就農準備

経営管理

技術研修

基礎研修

項目

内容はこちら

42021 2.22 vol.953

JA
 Z

ennoh W
eekly

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン



画
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

い
ま
高
齢
化
が
進
む
中
、
高

齢
者
が
豊
か
に
楽
し
く
暮
ら
せ

る
よ
う
に「
地
域
集
落
文
産
農

場
」と
い
う
新
し
い
機
軸
を
創つ
く

っ

て
い
ま
す
。
令
和
2
年
3
月
に
、

ク
レ
ソ
ン
高
設
栽
培
ハ
ウ
ス
と

大分大山町農協
（大分県）

概要 令和２年３月末現在

正組合員数� 531人
准組合員数� 289人
職員数� 54人
販売品取扱高� 20億7千万円
購買品取扱高� 6億5千万円
木の花ガルデン・加工品取扱高　23億1千万円
貯金残高� 67億円
長期共済保有高� 318億円
主な農産物　　エノキタケ、梅、スモモ、
ハーブ、クレソン、野菜全般、加工品など

農
村
の
豊
か
さ
求
め
農
業
展
開

交
流
、高
齢
者
向
け
施
設
を
設
置

　　
平
成
2
年
7
月
に
オ
ー
プ
ン

し
た
直
売
所「
木こ

の
花は
な

ガ
ル
テ

ン
」は
、一
昨
年
30
周
年
を
迎
え
、

広
瀬
勝
貞
大
分
県
知
事
ら
を
招

き
、
開
設
30
周
年
記
念
式
典
を

盛
大
に
執
り
行
い
ま
し
た
。
そ

し
て
47
都
道
府
県
、
全
て
か
ら

家
庭
自
慢
の
梅
干
が
出
品
さ
れ

た
4
年
に
1
度
の
祭
典「
第
8

回
全
国
梅
干
コ
ン
ク
ー
ル
」の
表

彰
式
も
同
時
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
春
に
開
園
し
た
27

㌶
の「
五い
つ

馬ま

媛ひ
め

の
里
」は
、
現
在

30
㌶
と
な
り
、
梅
、
桜
、
花
桃
な

ど
4
5
0
種
3
万
6
0
0
0
本

の
木
に
咲
く
花
が
一
年
を
通
し

て
楽
し
め
ま
す
。都
市
と
農
村
と

の
交
流
の
場
と
し
て
古
代
米
収

穫
祭
や
芋
掘
り
体
験
な
ど
の
企

め
る
梅
栗
運
動
を
始
め
ま
し
た
。

土
づ
く
り
に
こ
だ
わ
り
、
き
の

こ
栽
培
か
ら
出
る
お
が
く
ず
を

利
用
し
た
有
機
堆
肥「
オ
ネ
ス

ト
2
5
0
」を
生
産
。堆
肥
散
布

車
の
活
用
で
、
組
合
員
の
軽
労

働
化
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

施
設
野
菜
ハ
ウ
ス
の
約
5
0
0

坪
と
休
憩
談
話
室
を
兼
ね
備
え

た
地
域
集
落
文
産
農
場
の
第
1

号
が
完
成
し
ま
し
た
。
そ
こ
で

働
く
高
齢
者
の
方
は
、
市
場
や

直
売
所
に
出
荷
す
る
野
菜
な
ど

を
栽
培
し
、
軽
労
働
で
快
適
な

農
作
業
を
し
て
農
協
か
ら
給
与

が
支
給
さ
れ
ま
す
。ま
た
、休
憩

談
話
室
で
余
暇
を
楽
し
む
こ
と

も
で
き
ま
す
。「
年
金
プ
ラ
ス
給

与
で
老
後
を
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
た
だ
き
た
い
」と
い
う
思
い

が
込
め
ら
れ
た
施
設
で
す
。令
和

3
年
に
は
第
2
号
の
文
産
農
場

も
完
成
す
る
予
定
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
農
協
は
地
域

で
何
が
で
き
る
か
を
考
え
大
山

独
自
の
農
村
社
会
を
次
世
代
に

引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。

30
周
年
迎
え
た
直
売
所

「
木
の
花
ガ
ル
テ
ン
」

生
産
と
憩
い
の
場

地
域
集
落
文
産
農
場

福岡県

大分県

宮崎県

熊本県

　

大
分
大
山
町
農
協
は
、
昭
和

36
年
に「
田
ん
ぼ
に
梅
を
植
え

ま
し
ょ
う
、
畑
に
栗
を
植
え
ま

し
ょ
う
」と
農
村
の
豊
か
さ
を
求

全
国
梅
干
コ
ン
ク
ー
ル
の
審
査
会

地域集落文産農場の竣工（しゅんこう）式でテープカットする左か
ら矢羽田正豪組合長、広瀬県知事、原田啓介日田市長

地
域
集
落
文
産
農
場
の
作
業
所
に
隣
接

す
る
休
憩
談
話
室
で
く
つ
ろ
ぐ
地
域
住

民
ら

※「
文
産
農
場
」に
は
産
業
と
文
化
が
共
に
補
完

し
、支
え
合
っ
て
発
展
す
る
こ
と
の
願
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

覚
と
責
任
を
も
っ
て
管
理
し
ま
す
。

ま
た
、
実
習
と
連
動
し
て
イ
チ
ゴ
の

生
理
生
態
や
品
種
特
性
、
病
害
虫

防
除
、
栽
培
機
器
の
取
扱
方
法
に
つ

い
て
座
学
研
修
し
、
栽
培
技
術
に
つ

い
て
し
っ
か
り
と
学
び
ま
す
。「
単
に

イ
チ
ゴ
を
栽
培
で
き
る
人
で
は
な
く
、

イ
チ
ゴ
生
産
の
経
営
者
を
育
て
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
」
と
指
導
す

る
越
川
兼
行
技
術
主
管
。
農
業
簿

記（
外
部
講
義
）な
ど
経
営
に
必
要

な
基
礎
知
識
も
習
得
し
ま
す
。

　同
時
に
就
農
準
備
と
し
て
、
研
修

生
の
就
農
希
望
地
の
県
普
及
課
・
市

町
村
・
J
A
ら
関
係
機
関
が
集
ま
り
、

「
就
農
支
援
会
議
」を
開
き
ま
す
。

農
地
の
確
保
や
施
設
の
仕
様
に
つ
い

て
の
検
討
、
認
定
新
規
就
農
者
に
な

る
た
め
の
手
続
き
な
ど
を
指
導
・
支

援
し
て
進
め
る
こ
と
で
、
研
修
生
が

　こ
の
研
修
事
業
は
、
岐
阜
県
本
部

と
岐
阜
県
、
市
町
村
、
J
A
、
岐

阜
県
園
芸
特
産
振
興
会
と
管
内
の
い

ち
ご
部
会
が
協
力
し
て
運
営
し
て
お

り
、
イ
チ
ゴ
農
家
に
な
る
た
め
に
必

要
な
知
識
や
技
術
を
指
導
し
、
就
農

に
向
け
た
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
研
修
期
間
は
4
月
か
ら
翌
年
5

月
の
14
カ
月
で
、
研
修
生
は
育
苗
か

ら
定
植
、
収
穫
、
調
製
・
出
荷
ま
で

一連
の
作
業
を
学
び
ま
す
。

　研
修
で
は
研
修
生
が
生
産
ハ
ウ
ス

の
10
㌃
を
担
当
し
、
自
ら
考
え
て
栽

培
し
ま
す
。
研
修
生
が
主
体
的
に
取

り
組
む
こ
と
で
、
経
営
者
と
し
て
自

卒
業
後
す
ぐ
に
就
農
で
き
る
よ
う
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
12
期
の
卒
業
生
45
人
が

全
員
就
農
し
、
地
域
の
担
い
手
と
し

て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の「
い
ち

ご
研
修
事
業
」が
先
駆
け
と
な
り
、

岐
阜
県
内
で
は
ト
マ
ト
や
飛
騨
牛
な

ど
ほ
か
の
品
目
へ
も
新
規
就
農
支
援

事
業
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

岐
阜
県
本
部
が「
い
ち
ご
新
規
就
農
者
研
修
事
業
」

地
域
の
担
い
手
へ

  

45
人
の
卒
業
生
が
全
員
就
農

地
域
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
る

経
営
者
を
育
て
る

栽培技術指導を受ける13期生の5人（左側）

就
農
支
援
会
議
で

就
農
を
サ
ポ
ー
ト

　岐
阜
県
本
部
は
イ
チ
ゴ
生
産
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な
ど
に
対
応

す
る
た
め
、
岐
阜
県
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
協
議
し
、
岐
阜
市
曽
我
屋
に「
い

ち
ご
新
規
就
農
者
研
修
施
設
」を
取
得
。
平
成
20
年
度
か
ら「
い
ち
ご
新
規

就
農
者
研
修
事
業
」を
始
め
ま
し
た
。
現
在
13
期
生
の
5
人
が
イ
チ
ゴ
農
家

を
目
指
し
研
修
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　【広
報
・
調
査
部
】

座学研修で基本をみっちり

就
農
し
た
9
期
生
の
澤
田
さ
ん

（
右
）と
越
川
技
術
主
管（
左
）

卒業生の声 9期生･澤田直樹さん

　研修では研修生が主体となり自分で
考えて取り組むからこそ、新しい挑戦も
できるし意欲が湧きます。就農支援会議
で関係者が集い、土地や施設、資金
のことなどを一緒に考えてくれるのが良
かった。地元の人とのつながりを作れた
点も役立ちました。先輩研修生や同期
のつながりもあり、相談できる相手がたく
さんいて助かっています。

全農公式noteで卒業生の
澤田さんと指導する
越川技術主管に話を聞きました。

研修概要
研修内容

生理生態･品種特性等の基礎知識、高設ベンチ栽培･土耕栽
培についての基礎知識、肥料･農薬･保温資材と包装･出荷資
材の基礎知識

施設投資･経営収支管理･農業簿記記帳･税務申告等、経営
に必要な基礎知識

栽培ステージ毎の栽培技術、収穫･パック詰等の商品作り

農地取得･資金調達等の就農に必要な知識･手続き

イチゴ産地視察（県内外）、地域のイチゴ生産者との交流視察･交流

就農準備

経営管理

技術研修

基礎研修

項目

内容はこちら
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農薬担い手直送規格の普及拡大
耕種資材部

　JAグループでは、低コストの生産資材とし
て「農薬担い手直送規格（水稲除草剤の4㌶
サイズなど）」に、多くのJAで取り組んでいま
す。令和2農薬年度（令和元年12月～令和
2年11月）は、全国62品目、17万6000㌶の
普及となり、水稲大規模生産者の耕作地に
おける普及割合は34%となりました。今後は
畑作物の分野でも品目を拡大して、より多く
の生産者に低コストの農薬をお届けできるよ
うに取り組んでいきます。

第3回  耕種総合対策／施設農住事業／耕種資材事業

令和2年度 各事業の主な取り組み令和2年度 各事業の主な取り組み
令和２年度に全農が各事業で展開した主な取り組みを紹介します（全5回）。令和２年度に全農が各事業で展開した主な取り組みを紹介します（全5回）。

中国四国、東北の各ブロックで農業労働力支援協議会設立
耕種総合対策部

　生産現場で人手不足への対応が課題となる中、
県域を越えた労働力支援をすすめるため、関係組
織と連携し全国各ブロックで労働力支援協議会の
設立をすすめています。令和2年1月に九州ブロック、
同年4月に中国四国ブロック、令和3年2月に東北
ブロックで設立しました。
　主な活動内容は、ブロック内各地域の課題の共
有と解決に向けた先進県・協力機関による相談・
サポート、県域単独では困難な年間作業量の平準
化や労働力の融通によるパートナー企業と連携した
農作業受委託の事業化などです。

　今後、他の地域でも順次ブロック協議会を立ち
上げ、農業関係人口の拡大や異業種との連携等、
多様な労働力支援に取り組み、「地域農業の振興
を核とした地方創生」に貢献していきます。

「農業施設総合コンサル」で総合的な改善計画を提案
施設農住部

　平成22年から始めた「農業施設総合コンサル」で
は、JAが設置・運営する共同利用施設の運営改善、
適正投資を支援しています。その特徴は、JAに常
勤役員、管理・営農部門などで構成するプロジェク
トを組成し、ゼロベースで自ら問題点を抽出、根拠
のある対策を検討する点にあります。施設の運営・

稼働状況の調査や利用者へのインタビューなどを通
じて、ハード、ソフト両面から総合的な改善計画を
1年程度かけて提案します。昨年度末までに29JA
に提案しました。本年度はＪＡ菊池（熊本県）の共乾
施設に係る取り組みを完了させ、現在ＪＡ兵庫南（兵
庫県）、JAはくい（石川県）で対応しています。

営農管理システム「Z-GIS」利用者数1000人突破
　圃場管理の効率化を目的に営農管理システム
「Z-GIS」の普及を進めています。水稲の生産者やＪ
Ａを中心に多くの方にご利用いただき、令和2年11
月に利用者数が1000人を突破しました。
　Z-GISは、従来白地図やノートで管理していた
営農情報を、パソコン上で作成した圃場地図と、
Excelで作成した圃場の情報をひも付けて管理す
ることで、圃場台帳や共同防除の地図、地図を
含むGAP資料等の作成労力を大幅に軽減できま
す。
　全農はZ-GISを安価で使いやすい営農管理シス
テムと位置付け、さらなる普及を目指します。

ほじょう

Z-GISで品種ごとに色分けした圃場地図

活用ガイドは
こちら

ユーザー
インタビュー
Movieはこちら

肥料・農薬等生産資材における受発注業務の効率化
　JAグループにおける肥料・農薬等生産資材の
受発注業務は、従来FAXや電話等で行われて
いることが多く、非効率となっています。そこで受
発注業務の効率化を図るため、「受発注センター
システム」の開発・普及に取り組んでいます。
　本システムの「JAのWEB注文機能」は、5県
10JAで導入されており（令和2年2月時点）、導
入JAからは、「受発注担当者の業務が早く終わ
るようになった」、「JAシステムとの連動により事
務処理が大幅に減った」と高い評価を得ています。
今後は「組合員からJAが受注する機能」を開発
し、JAの業務効率化はもちろんのこと、組合員

の利便性向上に貢献するべく取り組みを発展させ
ていきます。

中型トラクター共同購入順調にスタート
　昨年12月から中型クラス共同購入トラクターの出
荷が始まりました。発注から納品まで約3カ月のリー
ドタイムがあるため、春作業の需要期に
向けてメーカーと交渉し、3月までに
1050台の系統向け台数を確保しました。
　コロナ禍による制限はありますが、①
3密対策・感染症対策を徹底して展示
会を開催、②常設展示場を設置して予
約制でご案内、③ＱＲコードを読み取る
と商品カタログ等にアクセスできる紙面
展示会を展開など工夫を凝らして、共
同購入トラクターを必要とする生産者に

もれなく提案し、共同購入トラクターへの結集を呼
び掛けています。

〇水稲大規模生産者の
　耕作地における普及割合
　（令和2農薬年度）

40％以上
２０％以上 ４０％未満
２０％未満
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農薬担い手直送規格の普及拡大
耕種資材部

　JAグループでは、低コストの生産資材とし
て「農薬担い手直送規格（水稲除草剤の4㌶
サイズなど）」に、多くのJAで取り組んでいま
す。令和2農薬年度（令和元年12月～令和
2年11月）は、全国62品目、17万6000㌶の
普及となり、水稲大規模生産者の耕作地に
おける普及割合は34%となりました。今後は
畑作物の分野でも品目を拡大して、より多く
の生産者に低コストの農薬をお届けできるよ
うに取り組んでいきます。

第3回  耕種総合対策／施設農住事業／耕種資材事業

令和2年度 各事業の主な取り組み令和2年度 各事業の主な取り組み
令和２年度に全農が各事業で展開した主な取り組みを紹介します（全5回）。令和２年度に全農が各事業で展開した主な取り組みを紹介します（全5回）。

中国四国、東北の各ブロックで農業労働力支援協議会設立
耕種総合対策部

　生産現場で人手不足への対応が課題となる中、
県域を越えた労働力支援をすすめるため、関係組
織と連携し全国各ブロックで労働力支援協議会の
設立をすすめています。令和2年1月に九州ブロック、
同年4月に中国四国ブロック、令和3年2月に東北
ブロックで設立しました。
　主な活動内容は、ブロック内各地域の課題の共
有と解決に向けた先進県・協力機関による相談・
サポート、県域単独では困難な年間作業量の平準
化や労働力の融通によるパートナー企業と連携した
農作業受委託の事業化などです。

　今後、他の地域でも順次ブロック協議会を立ち
上げ、農業関係人口の拡大や異業種との連携等、
多様な労働力支援に取り組み、「地域農業の振興
を核とした地方創生」に貢献していきます。

「農業施設総合コンサル」で総合的な改善計画を提案
施設農住部

　平成22年から始めた「農業施設総合コンサル」で
は、JAが設置・運営する共同利用施設の運営改善、
適正投資を支援しています。その特徴は、JAに常
勤役員、管理・営農部門などで構成するプロジェク
トを組成し、ゼロベースで自ら問題点を抽出、根拠
のある対策を検討する点にあります。施設の運営・

稼働状況の調査や利用者へのインタビューなどを通
じて、ハード、ソフト両面から総合的な改善計画を
1年程度かけて提案します。昨年度末までに29JA
に提案しました。本年度はＪＡ菊池（熊本県）の共乾
施設に係る取り組みを完了させ、現在ＪＡ兵庫南（兵
庫県）、JAはくい（石川県）で対応しています。

営農管理システム「Z-GIS」利用者数1000人突破
　圃場管理の効率化を目的に営農管理システム
「Z-GIS」の普及を進めています。水稲の生産者やＪ
Ａを中心に多くの方にご利用いただき、令和2年11
月に利用者数が1000人を突破しました。
　Z-GISは、従来白地図やノートで管理していた
営農情報を、パソコン上で作成した圃場地図と、
Excelで作成した圃場の情報をひも付けて管理す
ることで、圃場台帳や共同防除の地図、地図を
含むGAP資料等の作成労力を大幅に軽減できま
す。
　全農はZ-GISを安価で使いやすい営農管理シス
テムと位置付け、さらなる普及を目指します。

ほじょう

Z-GISで品種ごとに色分けした圃場地図

活用ガイドは
こちら

ユーザー
インタビュー
Movieはこちら

肥料・農薬等生産資材における受発注業務の効率化
　JAグループにおける肥料・農薬等生産資材の
受発注業務は、従来FAXや電話等で行われて
いることが多く、非効率となっています。そこで受
発注業務の効率化を図るため、「受発注センター
システム」の開発・普及に取り組んでいます。
　本システムの「JAのWEB注文機能」は、5県
10JAで導入されており（令和2年2月時点）、導
入JAからは、「受発注担当者の業務が早く終わ
るようになった」、「JAシステムとの連動により事
務処理が大幅に減った」と高い評価を得ています。
今後は「組合員からJAが受注する機能」を開発
し、JAの業務効率化はもちろんのこと、組合員

の利便性向上に貢献するべく取り組みを発展させ
ていきます。

中型トラクター共同購入順調にスタート
　昨年12月から中型クラス共同購入トラクターの出
荷が始まりました。発注から納品まで約3カ月のリー
ドタイムがあるため、春作業の需要期に
向けてメーカーと交渉し、3月までに
1050台の系統向け台数を確保しました。
　コロナ禍による制限はありますが、①
3密対策・感染症対策を徹底して展示
会を開催、②常設展示場を設置して予
約制でご案内、③ＱＲコードを読み取る
と商品カタログ等にアクセスできる紙面
展示会を展開など工夫を凝らして、共
同購入トラクターを必要とする生産者に

もれなく提案し、共同購入トラクターへの結集を呼
び掛けています。

〇水稲大規模生産者の
　耕作地における普及割合
　（令和2農薬年度）

40％以上
２０％以上 ４０％未満
２０％未満
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JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週（月）～（金）6:30～6:35全国一斉生放送！
今朝の日本農業新聞の記事とJAの役員インタビューをお届けします！

休刊のお知らせ
3月1日号は休刊いたします。
次は3月8日号です。

毎週土曜日13時～ TOKYO FM系列38局ネット

リスナープレゼント

ＪＡ全農おおいた

JA全農のインターネットショッピングモール

JAタウンはこちらから https://www.ja-town.com
お問い合わせは shop@ja-town1.com

ご注文は
こちらから

甘太くん 干し芋 135g×6袋
……3400円（税込み）

　大分県特産のサツマイモ「甘太くん」を蒸して天日で干
して作りました。甘太くんの干し芋は、添加物を一切使
用しない昔ながらの自然食品。素材の良さを引き出すた
めに、妥協せずに一つ一つ手作業で作られています。ス
イーツのような甘さに、ねっとりしっとりとした食感はク
セになること間違いなしです。オーブンまたは火で軽くあ
ぶれば、さらにおいしくお召し上がりいただけます。

かん  た

　全農は、国産米消費拡大の一環として、“地味だ
けどおいしい”「地味弁」のアイデアを紹介する特設サ
イト「地味弁.com」で、ごま油メーカーのかどや製油
株式会社とタイアップしたレシピを公開しています。
　　　　　　　　　　　  【米穀生産集荷対策部】

　タイアップレシピは、ごま油ならではの独特の香り
とコクが食欲をそそる地味弁です。身近な食材とごま
油で“味変”する特別なのり弁や、ごま油で揚げ焼き
する風味豊かな肉団子など、ついついごはんもすす
むお弁当になりました。
　全農は「地味弁」をテーマに、ごはんとともに手軽
においしく楽しめるレシピを紹介し、米の消費拡大
に取り組みます。

「地味弁」をごま油でもっとおいしく！「地味弁.com」が
かどや製油株式会社と

レシピを考案した
料理家の小堀紀代美さん

「地味弁.com」はこちら

ごま油が食欲を

そそる地味弁

ごま油でいつもと違う

地味弁を楽しんで

タイアップ

　2月27日放送のプレゼントは、「石川県産 加賀れんこん 約3㎏」です。
　「加賀れんこん」は石川県金沢市で栽培される伝統野菜「加賀野菜」の一
つ。太くて節と節の間が短く肉厚な加賀れんこんは、でんぷん質が多く粘りが強
いので、もっちりとした食感が特長です。最近では、テレビなどで紹介されることも
多く、話題の野菜となっています。煮物や天ぷらはもちろん、サラダやあえ物にして
もおいしく、料理のレパートリーが豊富な野菜です。また粘りを生かして、すりおろし
てお好み焼きに入れると抜群においしいです。ぜひ召し上がってみてください。
　また、ＪＡタウンギフトカード4500円分を1名様にプレゼントします。

【広報・調査部】

応募は番組ホームページで受付中です。

応募締め切りは2月27日の放送
でランキング1位の曲が発表される
までです。

JAタウン
ショップ名 かが・のと味自慢

この商品はこちらからご購入いただけます。
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ＪＡグループ千葉担い手管理者
研修会開催（千葉県本部）

第28回「仙台牛」の集い開催
（宮城県本部）

イチゴ主産9県連・県本部が
イチゴフェア開催（園芸部）

ＪＡズームイン（大分: 大分大山町農協）

令和2年度 各事業の主な取り組み③
耕種総合対策／施設農住事業／
耕種資材事業

「地味弁」をごま油でもっとおいしく!
（米穀生産集荷対策部）

「JA全農 COUNTDOWN JAPAN」
プレゼント（広報・調査部）

ＪＡタウンショップ紹介
　ＪＡ全農おおいた

2面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

4
面

5

82

3

6-7

「いちご新規就農研修事業」の9期生で就農した澤田直樹さん（右）と越川兼行技術主管（4面）

土壌分析で、検査する土壌を粉砕する福祉
サービス事業所の利用者（２面）

千葉県農業会館と県内ＪＡをWebで結んだJA
グループ千葉担い手管理者研修会（２面）

地域の担い手へ45人の卒業生が全員就農
岐阜県本部が「いちご新規就農者研修事業」

（広報・調査部）
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『ＪＡ全農ウィークリー』の
ツイッターはこちらから
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